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年間運営費
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対象等（何を、誰を）

農地、農道、農業用用・排水路等及び農業者

（※対象件数

根拠法令・要綱等 食料・農業・農村基本法、伊賀市農村総合整備事業分担金徴収条例

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 新規 補助 事業類型

　 残事業地区の地元要望を受け、平成23年度から上野北・中
央地区の事業着手を予定する。
　 今後のタイムスケジュールは、H21・総合整備計画書の時点
修正と地区説明会を開催し基本計画策定、H22・地区別工事
量の集計及び実施計画策定と審議会開催、H23事業採択とす
る

　 平成６年度に上野管内(旧上野市）の上野市農村総合
整備計画を策定し、上野南部地区(H8～H15)、上野西部
地区（H16～事業継続中、H21完了予定）の整備を推進中
である。
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農業施設の整備が進み維持管理に要する労力負担と管理経費
が軽減する。
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「旧・上野市農村総合整備計画書」整備計画に基づき、事業を推進する必要がある。

整備が遅れている農村集落の間道路の生活環境基盤、生産基盤の整備を進める事が出来る。
国・県費の補助率が６５％に達し、農道整備を除き受益者負担を徴収することで、市及び受益者の経済負担を軽減でき
る。

工事設計時に公共工事副産物対策等を考慮しコスト削減に注意を払い事業の執行を行うと共に、事業内容を精査し総事業費の圧縮
を考慮した工事設計書作成を予定している。
整備事業期間の中間で整備計画の見直しを行い、事業計画の時点修正と工事費の見直しを行い適正な事業費の執行に努める。
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